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おうちの方へ

だれと・どこで・何をしたかのうち、一つでも書けていればじゅうぶん。

「あそんで」のように「で」になることばは、うすい字の「て」を「で」になおして書いてよい。

うすい字は なぞり、空いたところに自分のことばを書きます。赤字は一例です。言えたことを、おうちの方が書きとってあげてもかまいません。
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